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システムテストの方針

ユーザーの利用場面に
重点を置いて

操作性を保証する

具体的テストケースの
作成まで落とし込む

ユーザーの操作に基づく
システム品質を確認する

テスト成果物を
資産化して管理する
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テスト設計プロセス

テスト要求分析

テスト
アーキテクチャ設計

テスト詳細設計

テスト実装

利用分析
テスト観点
洗い出し

機能抽出
パフォーマンス
基準一覧作成

テストタイプの
策定

テストケース
作成

機能観点
マトリクス作成

テスト手順書
作成
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テスト要求分析

テストの実行順や
アジリティ施策に

利用することができる

高：当たり前品質やメイン機能が関連する観点
中：機能としては問題ないが、ユーザー操作性に影響があるもの
低：直接動作に影響がないものや、一定の設定上なら動作するもの

優先度

テスト観点一覧

テストベースの機能から
チームの責務とテスト担当

範囲以外を除外
ID テストの実施
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テストアーキテクチャ設計

機能テスト

シナリオテスト

パフォーマンス
テスト

ユーザビリティ
テスト

テストタイプ

テスト
観点

機能観点

機能に関する
テスト観点を分類

非機能観点

機能に関する
テスト観点以外を分類

ユーザーの利用場面に
重点を置いて操作性を保証

ユーザー操作に基づく
システム品質を確認する

機能と観点をマトリクス化

抜け漏れがない
詳細設計の作成が可能になる
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テスト詳細設計

デシジョンテーブル 同値分割法 境界値分析

各テストタイプのテストケースを作成

無駄なテストをなくす
アジリティの確保が可能

複数のテスト設計技法を活用した
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テスト実装
入力データ

ID 期待結果
手順

専門知識がなくてもドキュメントを読めば
テスト実施可能レベルまで明確化

テスト実行者が変わっても
テストの再現性を確保できる
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方針に対しての結果

ユーザー操作に基づくシステム品質を確認する

テスト
観点

ユーザビリティ
テスト

パフォーマンス
テスト

ユーザーの操作性
に関する観点

ユーザー利用場面に重点を置いて操作性を保証する

シナリオ
テスト

実装されている各
機能を一連の流れ
として利用できる

ことを確認

主要な操作手順
を再現

具体的テストケースの作成まで落とし込む

テスト
ケース

ドキュメントを
読めば

テストが実施可能
レベルまで明確化

・前提条件
・入力データ
・操作手順
・期待結果

テスト成果物を資産化して管理する

ドキュメント
全体

IDを記載
ドキュメント全体を
通してトレーサビリティ

を確保
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